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沖縄糸澤直業に国する人文尼宜的団兌
鼻 匡井 毎~塩

• ‘：和淀も本、烏南節の示蓋町1J庶業に .iつて発展しこmである。 特色ある苧嘩．

Uぐ （）莱菜 ，追込網1今乙・・tこよって知ウ が、 J 漢杞唸．睾穫渚とも 1こ：中縫酋位こ巴

占めていと・。この小舗いさ鞍前 、戦萎の敷受を淫． じて汚桑しと糸涵逹業の安也

乙、その人文地理的牧挙逗諭 しI三l>.;1) (:ある．。現迎で数尺の叙政ホとつ l↑F:::..朱

蒟漁業新組、町枚位福尤久雄広じ め多くの方ク に屠 く＼ヤ礼申 .1::.げる。

序諦

永齊町 i平的建本島南痴，7) 、 索 シ r 海 （こ 面 t~ 漁業根捻担であ（）、町ヰ径起

サンゴ1焦ク｀ら成る小さ／→臼迎の .l::.i こ 位：墨 t~ 。の町の面牙貢 は瞭持村の面屑

（こ比して芝 mめて夜い。

た乙え心廂村の原薮（ カネク＇ズ 7) 村ぱ／ k1点らを I) 5 7 tJ人，忠峯（ク

カ ミネ）村で・ 3今 7人／こ対し＼ ／杞原町で｛令 ぢ． 8ユ／こtよつている (I 95  2)、

蒜地面齋は 5 分 2，・ダ ク8町歩 I：：：：たいし／ 糸岳な々 I町炭こすざrよい。湿岸

ぷく急室か‘せゴり 、 岩石の 感忠か• あわい I:::. Iヽう 自然のためた・汁さ 1含rrl<、後

圭ヵぶ •う 1こその 「起牲 Iこよって、この→~つ心 廷村と巽 Ti つ た特殊枇匁｀ つく

ら ポた の である 。 自然係件について 1含 、 魚 1：：出ウ片（ぬ舜誇語辺冬~ （しコ月涯

ぅmり1) ，台且産の危険／ 丘 ヅ I)兼 9,/)できる海氏比協 Tぶとの制限心と ＆`祖

笥す~ \ことゞめ る。毎茅庄舌 1：：ついて業態昂1 人 口区指囃 Iことポば、 ，， クダ I民
I 

ー／ヂ 5 夕年の定に岱次．の A‘ う ト：：涅約ミ爪9;(/) #E、世帯敬 ／ク52 つ‘ら 3

2 ダ 女戸への激噌 ／（つ）痰． 工業従挙念敦⑪担吊 Jl3) 水産業従争産夕 O 0 戸

ク` うグ 々 3戸への殺者 、(4う 栢業人口の殺塔 (5) 運軸書詮同置捏 蜀：7).ft:.現

-8  %， 2 ク 0 戸ごある。戸数塘haIす、 日本木土 、外地（と<Iこ1日呑在愈蓋

徳）の‘ か汀l 謡那恨巷ぃポ畢 1こぶる笹改のをめ糸揖が自易痣 l'.:'._~ l) 、1荏公署

?-‘移聴し ここ とl→と・1こよ る、現在 ，7K佳．酌業人口合計で有業人口の 50劣

と 臼める． ミ っ iこ 綻言ヤ左介柏す｝｝し t守、 未満 ！よ魚業の町という色務~ () {>.・｀ 管杏1な平、苓諺文喪出ti!<.'念に故郷 沖喧 I：：：ザもる二乙とんっ た乏の菰葦する
9：：とな本未 T...::.::l) 文 1ざ渡辺.-fa::.即手 :.7)贋；意 I：：：よ I) ;3 とのていただ 1ヽ な。

原文では興味深 いン•印嘔の 1司次茶由③木癒魚業の起涼等（：つれ て、3、れて Lヽる

が 、 要数•/)疾l尿そ且5 咤し、坤煮造·の おご会斗大哨召こ方盤してきさ笞えた奇 介 があ る

之ーこよ吋記する。
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~ I表企営面斎号I慶茨設（ ／ヂ 5々)
5召涅tI 51:1～／交ノ -3天 3 ～汲 5 ／呟 ＊産業と賭、エそ

ノ :::z 39 ダ 5 3 I 7 の他との L複合1
ー及 ¢.5 々タ ム之 がよう水る。晨業レ三／

¢コる ダズ ビついて（さ晨凌掻..., /Z  / ≪ -
- 3．コ ／3. 5 /S: 5 I S'. 5 習面穏tさオ l表の

：：：： • とく、 1 町歩以

-!・ 2 I !JI. 5 I / S. S I 3. 5 ..t.の綬営若l3豆ゥ
中槃政斤自荘 7固卑記念焚，市町村繍 （之よる。 収か． 9k 田（す稲~の
ヱ期作久｝げ罰介である。択全吹拘として 、他町村ではエ茨作物である 。サ

トウキヒ‘左弓く作るな、京両では現金孜入 IJ". 罠業面クら f-:1l;tとんど得てい
な lヽ .. 

面業心、前迩のよう＼こ一時的t：：：笥品巷とミ爪たr.:::,.め 、外国製の高級f.i.消 肯

物裔が‘裔こあふ爪たこと、を問蕊する 1こと 一ゞの J` う。漁業 Iこ閲埠のある 1梧業
都内 tキ零細ム魚武ク荏ゃ衣が行う餅魚の小虎である。内セにおいてもある魚

村 では同様の特邑をもつか、哀くの民涙字君の土うュ・と く，我華にあっては荻

族内での財程私有ク、特殊 I：：：介化しているとめ必系痴J)江手の扱う南業（さ哀芝

I~ 比墜左占める。二うして．釦＼蓬昧での工栢滋た＜ユしい 7 系苦 7)立性な
葬生しを尋市婿ば戦前とこ t:__4I)、三和村、煎版（カネグ‘ス？）への交通翌いこ

如＼ 海岸函Ilである。

戦町3遥夫（：：巫んであった南木棋の平成業ど碇察し、戦後ク特殊華肯は内

血で‘ウの原料舟伊贅区杜逆させ、県下、生産癒,.7J?o % k占め ノ ':25 0戸の荻

内這（／．グ9々 I）左吃叛し C.. し＼ iでば涅築素魚術代向、格理、 自勧東
屁圭棠応 とか‘ぺ l) と占めている。漁衣9 塚足内部 1こわ• いて も取業ヵ介化は烈
レい。前血ク江油の敗煙躾戻こ渕浬して、家長 1な自介がイ廿：：：信．る限り心．手

セがいか立洒の佼入と得て bそ収(..::栖ることどぜ t，'、紫も浪む独立しと牧
入と bっことを注垣したい。従つて一哀のうちで、なこえ lギ漁紫： （た主人）

帝（＃） T.. （長弄）叙峰（←の喜），面（吾t) というぶう に京業l・す介にア

ている刀ば戦後 も町様である。
・ 

• 

＇ メ• 男分か莱から序つてくるこ、その与ゃ衣 、昧＜ ／クす ぐ ウりクらである

が） lさ海岸さ仔代し ．弔手の環寝叩に位、ぶみして源ひこ l)1 岳｛こ守；こ謳んで'

危 l) さゆ‘さ和1．組 Iざ臼介もとほる，，内貶:.11へ 、／7 I} 、ホマ千 I：：：．あ,-e:~.誕在、
インフ v, 度々にのたる釜吐斧交甘t、後巽の入得 、庄．産荊兵ガ豪 の`ため：：の制
序ゆ少く心つた⑥
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三’、 本 餘

ノ、界：沢魚業の ア吏

／ クー 7世紀こ班：田牧、漫申＼な‘砲．び爪と二ろ. 糸素l~±... 虹戻く， 征村よ｀ ll → 

±:.地の蓉＼当率が低つ‘つと 、てのとめ 、糸芙てし含ー只逹震こ叩ガ左主ぐ二已こ

んつとと（＼ mい 、R住ー記戸噂匡注1ざキ、土地私有ぱ認めら収がつ‘つとた

め 、家族左羨ぅ A‘L)以J:.:J)神眩面楡は欲しゐい。 e）／ぢ？ダ耳兼珈（そ J)時
l1系葦も町村の一前であった）総人・ロ ／`合 7ダ唸既在人 口の拓にも逢しない

二 とと 茫ITTI守， しばしば｀i;;m J.r(令 I L土地が分史薗区さあっとつ‘ウ寸魚棠左 tすじ‘

めをという考え lさぅrふづ＇［介／Jい。 笞）地澳行も伍村が之互以 .i::.J安啓 さあ った

の （こ系蒟で I交琶さあっを：：：と（含、すで［こ糸痰が‘/6~7占記ゥ‘ら他の辰村と

は巽って魚付さあつを：：：こと痔ポする 。漁氏 t二たいしては罠民と異 l)課痕iこ

水広つ‘つを。 •

大柑
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直す 5ダ帆（わ ぶそ 6()店複程笈）以下ぱ焦視であ っ，←,し となって、し他

の土地！こおいて豪遇放追 ．失敗店か‘二の地！こ流痕して吾左根えるよ、う こr→つ

を...l.@c._いうこともあなな 色`定し 得ぬ、壁危./)予瀬＼では 、半装半魚の部族グ：

打違_!11下に あ‘ける釜．斉の疸辰こどセに荊癖・ 首亜の郡市に、蓑村のある程度

の介化に対応して漁業が蒋百ィヒする 二と深可能とな i)，迫隣の村つ‘つ人々な

花在した文りである 2‘・．鰈浣の音点ををくみに利用した二とも移住．の経向ど

助長しを 、乙いう方え左bつて いる，，

フ、沖違こわ｀叶る 示頚漁業の地位

殷，＞の欠租刀病代 V,':) I 疸民乙 して糸華人の名はひうく知ウ水て いを.i::..@

如外広啄 （痣業）毎つうの差企、タカ．乙貝の醗土T今乙 I`二-JI)、示病の紐済約

胆直が尉前 1、こ1今芝 11)めて高の‘つと 、主仁うで の安払区茫るた.;VJIこ恐前と対比

し仁いのであるが数孝 t...:.ついて I':}.戦前ク吉秤ば全く岩痰しとので戦後.,7)翁計

にふる他はT➔ い。 芹 2 表によって糸齊の魚家 .:7) 比垂ク六：芝し＼二こが尻詞←る。

芹 Z表 ；戸敬人口ふ‘りみを系罪し乃特嘔こ（Iク53> -•中道の痕業従辛危？及
•—ー I 9 1 1 . , - l 

ぱ朱病人をあ 1)｀"Ji.'3

5¢.4 ダダウダ0.//1'7.3 つ． 3％》・ 表そ ヵ在に上爪ば‘魚船

！丞薇 1 3 2 1 0:l/¢ I Iニニここ］ 牧Iー の多い
爺痣政府、ヽ登斉局水産課煮計 1こよる - ことがmガ‘るが、 町詩

1こ ，栗細r~ 腐本 1 ：：：ぷら、

多数の魚象J)、考ll舟芝

主としをIIヽ 純遵含といつ

* 3辰 、、 魚 業尊力類 （／ク 53、/.2月）

ー一 ， 9 ,菜俣恙 1金埠

百a,t‘

: ； I二：
g. b |ノ.3.b 

てふい二ど bわかる。

頚夫 :,l)王荏／→庄症手

致心長ミ 3l句）巾 3尺

）可J:..産料 1：：：ぶる ． 菊霙して 2万円l母との

サバニと呼ぶ券団である。栗藝 2-5や I勾親手、群．人、 知己で楼応、さ水る J

在未吋丸木舟であったないさは 5介厚杉板カハや｀舟ごヽ．動布軽決 ｀運搬豆硬

で．帆左クけ爪ば‘/0 J. 、’/ト .J)スごード｀ミ伏主丁る，
" ` . ．-

、メ 町灰紐畷いラ．巳ン ＋土、ラR）ど醗翌 しをか‘ 、せ...7)紺 無禾痴町茂の祀

先 ！こ あたる町決は 7i'I図ヵ ご乙ミ地方 グぅ集つ てきているこ とか‘In.0‘つを。

二爪 1.1在町ヵ間族団ュクのうち、 1つの小こ は 異志Ii| (_7・・ジカワ）同涙だ（ヤ

介阿「m:Iこ葉ともっ二と つ‘うも傍紐ミ収~ n@  

(L< 7) 
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ぃ含 {3;;, 5忌力立）グ‘¥}｝）・ジ代克に付け たのも哀い。逹去のう ちて宗蔑左特坐

づけ ~b の g 亡グ‘ 1) 痣 と 遅卒網埠棠である。芍l 知｀ら ュ o - 3 0 }I¥(/)瑶 Iこ箔

水砲とっiヤて疸（） ．、終日求ぃ ぐ笈収えみどない 。方之の丘込網li-E:.7，.l)漁を

さら！こ紅ビせをじので、四）畔m業中ぐ支瞑的心地位 Iこある。褒、向 い定
謹 し、入、字弔 tこ垣存可乞張ll、菩点が遠方り‘つ魚界芹左あ と`しプ＞菩和茸して進込

七という、非常に活極的ム魚丈である。 L 底進込丁 （アカム ロ 、アジ 、テ ン

ジクタ‘1、カマス和）五恥完応ポ縫配恥 :::i・o、ヒロ位の表‘声行うが

L労 追寸（ダッ、トビ‘7方包歴る）はへ重ム ヽ装熙向 ・`くハテ )I/マう 七患 ヽ

ナ息 、竪知大怠 tコ振業ず虹 （矛ュ回） 永・痴怠業l含この年這澤戸主とする

が全坤遷で 1．含釣患業（カ ッオ）な‘もっ とも盛んである 。系蒟 でなにゆえ矛投

心のか？焦魚這すいカッオ約技鳶知ネ瓦足 、団麟l＼線の矛足 1 大き心進芹

寒釦め礼足，ーっさつめ水谷提在の行改..1::.の声観酷のため、 1こ他の 地方の

昭錨地を利用でさ△いことか‘奈因であ 忍 っ：販前 1こは系；苺人 tよユ 0℃ (1)渓節ご‘

外南洋や八翌山の巧痴坦左恨禄地I：： して力 ‘̀)ヲ魚で好 成領をあ‘ ミめこ津っ‘し

囚―吏きbつている。包）

3.庄荘乙介配

タI舟と除く動ガ漁舶 50笈は／りも内外の小漁紺双‘大荊介ど占め、竹有 は

個人、共同以外は広く 、共同忍宮といヤつて 9魚茶香以外‘.JJ柏有租はい／→ い。

網 I・さゲ8が祀ある広｀や i令l)偲人 ．心 I` 央l"W!4.轡lとtさつてい令く表 さ浩配 、
央固歪晋こ叫釦主な、最両生き君幻谷り、残 l):J) _m.資桓硫員甲枝員と応 （｝

生魚するな、利益の介配竿は桟肉長、術長 ／ 、 51: の他／ ． 0~ ある。 栗組員の

介 IT前の寝物ば前速n：：：：、とり廿子が語ひ と（）、杵瞬人 の (¥TJ-いことは大き f→
”である。

ん 、未齊漁業の停碍注

弔敢をすばしこい魚氏 、t<・ 爪を投術ども つ示舜魚民次‘不禄の耕痣 Iこある
0 1江f 校だろうつ゜ ？糸渓茫 IQ 醤浅 I•こ 温き‘、大 き ． Tょ漁術の 菩岸不 貶 で、ある I::::. l ¥ 

う 蛇ffl,~ 思ミもある 。 今1 舟 7J 爵代｀ 9こ t ぐ‘ 爪ていと思港 b 大型渓餡 に 1:t 牧 Iこた

疋ぬ 。そして布I仔に 4ヽ る小ミ△行動半径では魚協も狡めウ瓜、稚魚乞複 1)つ

く レ、泰極努力に対してむ くいられるところ (;1さわめて 少 い。：：：収は悪徳要

とるる。 3こ魚業拐剛組合加入君は全漁業徒華活 ／ヽ::2 / 3人 中2 ¢3人 1こ遥

ぎぬ。未組織の`魚衣が哀いことば、糸洪人の利己的注怠 であろうゥ‘叩焦悉刀

裟街も内地に比し、 て莞おと（）が t~ 。

“の

j
 



日産 ／5 もの珀氷所 崖壁 ヽL..-1:t. I)寸市協・産衛の造紺竹 -̀---t今乙である。

ラ菱．の魚楼に対応する底理塀は7よく、個人妊営のカマボコ袈造竹なある程笈

である。

こぐ‘鰈呉どの‘えて選民の心理の一滸冬咀うことにする，古来 r し＼入るしく

も系源の再こして生きうけを心ら丁べて漁業：に従うもので丑あることは主とえ

とr→い。しつ‘レ差若つみと筋後の示芸人ば漁索事至するな‘ ，他に有利心

幸かあ以 1令｀＇直ちにさ＇も転卑寸るこ乙を b辞さ‘ぬ）迂匁‘みえる。その協合、漁業

は不翫産曖得厄 I手政乙 広つ てしきう。戦後、糸源を 中 lじ(::.香茫ゃ鹿児冬，

海 t:.1:l)雨 l：：女研ク詞の‘片只立巌望ん占砲軍の衆制た＜ぐ‘つて、生活のでき

ない渓民ぱ登記しと L 悉汀紺iC:-他の病吊冬 L 釣って T弄を。こ水、で巨利とほ

めを君か‘わ‘おグ つを。彼ら ば乗業・左ばI今訊て4且の眩棠 lこ率、し‘f:::..。那覇その他

-J)里迭な‘諾除ミ収ると、朱華はもどの漁勺こもと lヽ}I含し なウ‘ったが、 ミび瓜

ピ。もし采民のあ（＼だ‘に商本がなくて 1）位の人との首本土苗 iこぶつて魚案会

社左お ：： し応羊1こ栗！）土す ：：：とはできる筈であるっしグも、、そ水．iな不可旋で'

ある 、とい・うか・;I.沖遥魚業の粁未 1こ1:::..l-ヽ し希笙かして応し＼つ｀うであると土

えふ‘う，，源民自自滸未に肉して t:;¥:茫望約である。伎ウ＼含L 魚業は自介だけ

で終 1) ！こして ＼ 手や奔l1 他の藍Iこっ 1t r.:::. い訂乙口させうえて云う 。 • しかし現

実において、沖護の地位l:l回際同に正規刀地位冬占めてい］るい以、.1::..'戦前1こ

は実 1こ盛んz:-，あっ□出稼き‘も芥可貶で） 若在的遜知 人口 、半戻業有 lむ敷遵し
莉地は極夏こ放めら爪てし ざつと。ウつ‘る畔こ旭への就眠も容品さ和＼以.t....‘

旧恙叙然たる恙法冬もって子特に伝授し てゆ ・ク‘ •I釦呑‘t令ウぬ 2 口、漁茂色身

介‘ふく 知つている のぐある。 2の向塵ぱ井遵の固瞑的虹位の正序叱と浬帝（こ

周保していることは明臼である。
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5、絣魚7)国内市蒟

食しい来遜にあっ て、魚 1令住民の癒勺モ釦応しク‘刃嘩ーの食料螢臼狩、をあ

るっ 中遵で！註蛋白 I~/ 人当／日平均 5 界シ逢って い s:, Iこすざなし＼，釆疫約見

虹ク芦みた／恥畏企呈ュ oglのY碑：茫をT,-tユ‘̀ーナ 、杭物螢白 .J)葦取壷包茸
定してもキ‘l)や‘i)、刀線である。しつ｀る 1こひとを しゞ 豊潟、と4以岱` 恕ち遜剰 と心

（）魚Iさくさつてしきう。子辛 lこして海当な資料立‘刊行ミれてい瓜 lヽ カで矛 5

表さ bつてせ収に代えるな‘、娯魚鳶格lな／ク々 3耳 :7)インフレ軒こもへ 班在の

デイズ 、インフ V 閑ぺ にも帯米、廿し A‘と比Lてつ応に葱率さ、米 、イ毛か‘

Iぎとんど、平水率に戻つ をJ)Iこ怠 1今l¥うも 50 0 %にとゞさつている：：： l::.I.・3舜

資.7)伸びtが＼大きら原因である。魚は絶対的lこ足りら(¥のこある。ミウ 1こ泰、

(50) 



寝窃枚入平瑶し、そ収つウ下記の差囲か ゴ`スト吝の原四包つくる。 すな わち、

行政日本の‘0介南している 二とは、日本蕪祖か‘ギ疇 の魚楚て魚を泥ミば‘<

之戸） 、 井運漁荀か‘奄共やヤ慕 こ布区 ~t ことも不 可吃さあり 、 ど· んゐ痘方

に行ってVI耳び中護の 痣さ筍芝下さねばなウらいクである 。政府り、敗政.l::..

褒末阪餌以が只這敦侮復 1日 ）砦餃は最近I:::.ムつてやっ四毎（こつ いた吋-?"l) 

である。

梗

以上、未癒の魚棠左中lじとして』そのセ瑕性、

る斑サミざ朋介 1こしてきを 、翌約すぶば 、（／）農、

も哀いクC)J危ぎ二梵する限り ク‘ウ‘る ユとは茫う水心い 。そポは糸齊のア吏

とみ以な了陪ミ水よつ。 (2）欠祖の代つ‘ウク朔舟左主 とす互零組魚家の魚業

がい含で b支配的である 。こ取ぱ魚蛎の拡大き柑II約レ 、水産：意涼の組妬ど全

阻 し＼ている。魚茂の涅本はゅ たつ‘Cr→ウ1さい 。

3 茫

とくこ衷稚店喪尊F下 にあ‘ け

乗村向に は没友 渉応と二 ろ

北と 乙もに 向是じ含大き く t~ つて いる

LE グ l)→乗 と病漁業

ク釘合である。 L 且込痢.,.怠業は、ホ毀こして 1含瑕圏度 1こぞ逗'.L,をな 、大型

魚佑の魚去！こ比tべ̀<bIぶ＼ （夕 、）戦前 、魚棠出グぜき‘民の介布I'd束南ア ジ
ァ ．、旧呑仁煮沼愈に及んだ。 班在で（含•こ収うの人々 1令送愛ミ収 、上虹0) 歩ミ箇こ

げ）理する 1’こ）沖逢痣業にと （ヽ して

ょ、（）以上の経辰之竺t‘ ために 13｀沖領tのもつ 回辟尽的柑位.:7)向上を lオつ‘る二と

公 Iii:牲で、ある 。

(3) 

(Lつ閃｛立本文 で＇店略 Lた苧頑と
の社 と もので9あ るう

屹 沫だニ ミ 沖蓬の系丑 地理密~ ノグダ 3

小牧安熙 ； 永遥人乙その迎咀的介布 地理 評

ぷ疇国庫咽、‘ ：中砲文ィヒ追甚逹 ． 

仲松 洒呑 ： ボ恙町 及び呆涵人の地理的研兌
小笠奈 羨膳 ； 湖戸匹吾 (J):魚村と農村 地歪奇

糸溢漁業粘町祖合長 9 ..t. 免紀ク御放ヽ~Iこふる
叩戦市幸蒟笥華合資会社、・堀た氏の御敢示（こ .t ~ [年期辰公 1こついてJ
（ぅに町 し

a．⑤ Iこ同じ わ‘上 び‘
＆、伊凌音猷中譴芍

＠に同 じ［数白年前 1こ1j人口 弄薫 で、あ フをことについて］

呆遥町牧協；未両使誤
守里逗 、、日本南方泥辰史 ． 
肴野寿的 、、 魚村水産地痣＃布充［系蒟の L.モ / 1) l I(!海 上ノうみ で海

七 I~ い広 いユ ~ Iこついて］

戸沢 危郎 ；：中堪水産一餃
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